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１ 議案第８８号「令和元年度三重県病院事業会計補正予算（第３号）」 

 
（１）収益的収支 

「① 病院事業収益」におきましては、３，４００万１千円の減額補正を行うもので 
す。 

このうち、「ア 医業収益」につきましては、こころの医療センターの患者見込数の

減少に伴う入院収益及び外来収益の減などにより、７，１５６万５千円を減額するも

のです。 
また、「イ 医業外収益」につきましては、３，７５６万４千円を増額するものです。

主なものは、負担金の３，８３３万４千円の増で、これは、指定管理者制度を導入し

ている志摩病院の指定管理者に交付する政策的医療交付金（指定管理料）等を、実績

見込みを踏まえて精査したことなどにより、一般会計からの繰入金を増額するもので

す。 
 
「② 病院事業費用」におきましては、２，６８４万４千円の減額補正を行うもので 

す。 
このうち、「エ 医業費用」につきましては、材料費や、経費における志摩病院の指

定管理者に交付する政策的医療交付金（指定管理料）を増額する一方、給与費を減額

することなどにより、２，６０２万６千円を減額するものです。 
 
以上の結果、補正後の経常損益につきましては、１，８３７万５千円の黒字となる

見込みです。 
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【議案補充説明】



（収益的収支）                                        （単位：千円） 

主要な項目 補正前の額 補正額 補正後の額 説明（主な内訳） 

① 病院事業収益(ｱ+ｲ+ｳ） 5,370,441 △ 34,001 5,336,440 
 

ｱ 医業収益 2,867,981 △ 71,565 2,796,416 
 

うち入院収益 2,206,216 △ 67,068 2,139,148 こころ △67,647 一志     579 

 うち外来収益 493,059 △ 3,846 489,213 こころ  △3,265 一志   △581 

ｲ 医業外収益 2,502,460 37,564 2,540,024 
 

うち負担金 1,914,241 38,334 1,952,575 一般会計繰入金の増 

ｳ 特別利益 - - -  

② 病院事業費用(ｴ+ｵ+ｶ) 5,344,909 △ 26,844 5,318,065  

 

 

 

 

 

 

 

 

ｴ 医業費用 5,188,050 △ 26,026 5,162,024  

うち給与費 2,791,791 △ 34,557 2,757,234 看護師手当の減等 

うち材料費 

 

272,295 6,145 278,440  

うち経費 1,532,500 2,675 1,535,175 
志摩病院の指定管理者への交付金の増、  

光熱水費、委託費の減等 

ｵ 医業外費用 156,859 △ 818 156,041 
 

ｶ 特別損失 - - -  

医業損益(ｱ－ｴ) △ 2,320,069 △ 45,539 △ 2,365,608   

経常損益(ｱ+ｲ)－(ｴ+ｵ) 25,532 △ 7,157 18,375  

 純損益(①－②) 25,532 △ 7,157 18,375   

 

（経常損益の病院別内訳）               （単位：千円） 

 補正前の額 補正額 補正後の額 

こころの医療センター △ 42,604 △ 32,461 △ 75,065 
一志病院 121,930  24,587 146,517 
志摩病院 △ 53,794 717 △ 53,077 

計 25,532  △ 7,157 18,375 

 

（患者見込数）                     （単位：人） 

 補正前の数 増減数 補正後の数 

こころの医療センター       
 １日平均入院患者数 280 △ 14 266 
 １日平均外来患者数 221 △ 5 

 
216 

一志病院       

１日平均入院患者数 38 - 38 
１日平均外来患者数 80 - 80 

志摩病院       

 １日平均入院患者数 248  -  248 
１日平均外来患者数 335  -  335 
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【議案補充説明】



（２）資本的収支 

「① 資本的収入」におきましては、１，７３４万５千円の減額補正を行うものです。

これは、企業債を充当する建設改良費が入札により減額となったことなどに伴う企業

債の減等によるものです。 
 
「② 資本的支出」におきましては、１，９８６万８千円の減額補正を行うものです。 

これは、主に建設改良費のうち、病院増改築工事費について、入札により２，０３２

万９千円の減額となったことによるものです。 
 
 

（資本的収支）                                          （単位：千円） 

主要な項目 補正前の額 補正額 補正後の額 説明（主な内訳） 

①  資本的収入 
（ｱ+ｲ+ｳ） 1,374,179 △ 17,345 1,356,834 

 
ｱ 企業債 378,500 △ 14,600 363,900 建設改良費の減 

ｲ 県費負担金 395,679 △ 2,745 392,934 〃 

ｳ 短期貸付金返還金 600,000 - 600,000 
 

② 資本的支出 
（ｴ+ｵ+ｶ+ｷ+ｸ) 1,803,312 △ 19,868 1,783,444   

ｴ 建設改良費 423,172 △ 19,868 403,304 執行見込額の減 

      病院増改築工事費 △ 20,329 

ｵ 企業債償還金 686,540 - 686,540   

ｶ 長期借入金償還金 90,000 - 90,000   

ｷ 長期貸付金 3,600 - 3,600 
 

ｸ 短期貸付金 600,000 - 600,000   

資本的収支不足額（※） 
（①－②） △ 429,133 2,523 △ 426,610   

  ※資本的収支不足額（426,610千円）については、全額を内部留保資金で補てんします。 
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【議案補充説明】



２ 議案第１８号「令和２年度三重県病院事業会計予算」  

 

【令和２年度当初予算編成にあたっての基本的な考え方】 

病院事業庁では、国・県の医療政策の動向や県立病院を取り巻く環境の変化に的確

に対応しながら、それぞれの県立病院が役割・機能を果たしていくため、経営方針や

取組をまとめた「三重県病院事業 中期経営計画」（平成２９年度～令和２年度）を策

定し、県民の皆さんの求める医療の着実な推進や健全な病院経営に取り組んでいます。 

令和２年度においても同計画に基づき、県立こころの医療センターにおいては県内

の精神科医療の中核病院としての取組を、県立一志病院においては総合診療医を中心

としたプライマリ・ケアの取組を、また、県立志摩病院においては指定管理者による

運営のもと、診療機能の回復・充実を図りながら志摩地域の中核病院としての取組を

それぞれ進め、県民の皆さんに良質で満足度の高い医療サービスを提供していくとと

もに、引き続き経営改善に努めてまいります。 

 

【令和２年度当初予算の概要】 

（１）収益的収支 

 「① 病院事業収益」におきましては、前年度当初予算と比べ８，６２８万５千円増

の５３億７，１３２万６千円となっています。 
 このうち、「ア 医業収益」につきましては、３０億８８９万６千円で、その内訳は、

こころの医療センター及び一志病院における入院収益が２２億９，１７６万２千円、

外来収益が５億４，９７０万８千円などとなっています。 
また、「イ 医業外収益」につきましては、２３億６，２４３万円で、その内訳は、

一般会計からの繰入金である他会計補助金が１億４，３２５万２千円、負担金が   

１７億７，８２６万３千円などとなっています。 
 
 「② 病院事業費用」におきましては、前年度当初予算と比べ５，４９６万２千円増

の５３億４，２５９万８千円となっています。 
このうち、「エ 医業費用」につきましては、５１億９，１３４万６千円で、その内

訳は、給与費が２８億３，３４２万９千円、薬品費や給食材料費等の材料費が    

２億９，５３４万６千円、志摩病院の指定管理者に交付する政策的医療交付金（指定

管理料）、光熱水費及び委託費等の経費が１４億４，４１４万７千円などとなっていま

す。 
また、「オ 医業外費用」につきましては、支払利息等で１億５，１２５万２千円と

なっています。 
 
以上の結果、令和２年度の経常損益につきましては、２，８７２万８千円の黒字と

なっています。 

4

【議案補充説明】



 
（収益的収支）                                        （単位：千円） 

主要な項目 令和元年度 令和 2年度 R2－R1 説明（主な内訳） 

① 病院事業収益(ｱ+ｲ+ｳ） 5,285,041 5,371,326 86,285   

ｱ 医業収益 2,944,408 3,008,896 64,488  

  うち入院収益 2,231,026 2,291,762 60,736 こころ 1,903,402 一志 388,360

   うち外来収益 551,327 549,708 △ 1,619 こころ   394,632 一志 155,076 

ｲ 医業外収益 2,340,633 2,362,430  21,797   

うち他会計補助金 147,013 143,252 △ 3,761 一般会計繰入金 

うち長期前受金戻入 240,671 253,994 13,323 
 

うち負担金 1,758,318 1,778,263 19,945 一般会計繰入金 

ｳ 特別利益 - - - 
 

② 病院事業費用(ｴ+ｵ+ｶ) 5,287,636 5,342,598  54,962   

ｴ 医業費用  5,127,475 5,191,346  63,871   

  うち給与費 2,871,538 2,833,429 △ 38,109 
 

  うち材料費 278,618 295,346  16,728 
 

  うち経費 1,382,054 1,444,147 62,093 志摩病院の指定管理者への交付金 

  うち減価償却費 573,993 598,131 24,138 
 

ｵ 医業外費用 160,161 151,252 △ 8,909   

 うち支払利息 106,207 97,146 △ 9,061  

ｶ 特別損失 - - - 
 

医業損益(ｱ－ｴ) △2,183,067 △2,182,450 617   

経常損益(ｱ+ｲ)－(ｴ+ｵ) △ 2,595 28,728  31,323   

純損益(①－②) △ 2,595 28,728  31,323   

 
（経常損益の病院別内訳）              （単位：千円） 

  令和元年度 令和 2年度 R2－R1 

こころの医療センター 11,340 4,288 △ 7,052 

一志病院 39,859 99,538  59,679 

志摩病院 △ 53,794 △ 75,098  △ 21,304 

計 △ 2,595 28,728  31,323 

 
（患者見込数）                    （単位：人） 

 
令和元年度 令和 2年度 R2－R1 

こころの医療センター     
 １日平均入院患者数 296 297 1 
 １日平均外来患者数 275 280 5 
一志病院    

１日平均入院患者数 38 38 - 
１日平均外来患者数 79 79 - 

志摩病院    

 １日平均入院患者数 248 250 2 
１日平均外来患者数 335 350 15 
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【議案補充説明】



（２）資本的収支 

「① 資本的収入」におきましては、前年度当初予算と比べ１億５，７４９万４千円

増の１５億４，９４３万４千円となっています。その内訳は、建設改良費の財源とし

て借り入れる企業債５億５，７００万円、企業債償還金等に係る一般会計からの繰入

金として県費負担金３億９，２４３万４千円、志摩病院の指定管理者に運転資金とし

て貸し付ける短期貸付金の返還金６億円となっています。 
 
 「② 資本的支出」におきましては、前年度当初予算と比べ１億３，８２４万４千円

増の１９億５，３０２万７千円となっています。その内訳は、病院施設・設備の整備

等として建設改良費５億７，１７０万８千円、建設改良費の財源として借り入れた企

業債の償還金６億８，７７１万９千円、一般会計からの借入金に係る償還金     

９，０００万円、志摩病院の指定管理者に運転資金として貸し付ける短期貸付金６億

円などとなっています。 
 
なお、建設改良費における主な病院増改築工事及び資産購入については、次頁のと

おりです。 
 

（資本的収支）                                              （単位：千円） 

主要な項目  令和元年度 令和 2年度 R2－R1 説明（主な内訳） 

① 資本的収入（ｱ+ｲ+ｳ） 1,391,940 1,549,434 157,494   

 ｱ 企業債 396,700 557,000 160,300   

 ｲ 県費負担金 395,240 392,434  △ 2,806   

ｳ 短期貸付金返還金 600,000 600,000 - 
 

② 資本的支出（ｴ+ｵ+ｶ+ｷ+ｸ) 1,814,783 1,953,027 138,244   

 ｴ 建設改良費 434,643 571,708 137,065 病院増改築工事費  409,718 

資産購入費     161,990 

 ｵ 企業債償還金 686,540 687,719  1,179   

 ｶ 長期借入金償還金 90,000 90,000 - 一般会計からの借入金返還金 

 ｷ 長期貸付金 3,600 3,600 - 看護師等修学資金 

 ｸ 短期貸付金 600,000 600,000 - 指定管理者への運転資金の貸付 

資本的収支不足額(※) 
（①－②） 

△ 422,843 △ 403,593 19,250   

  ※資本的収支不足額（403,593千円）については、全額を内部留保資金で補てんします。 
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【議案補充説明】



（主な病院増改築工事）                     （単位：千円） 

病院名 内 容 金 額 

こころの医療センター 
厨房洗浄室の改修 30,397 

病棟改修に係る設計委託 7,394 

一志病院 
外壁タイル・外部階段の補修 20,700 

受変電設備の改修 9,299 

志摩病院 
病棟屋上防水・外壁の改修 253,000 

病棟ナース系統空調機ほかの改修 58,448 

 

（主な資産購入） （単位：千円） 

病院名 内 容 金 額 

こころの医療センター 
食器洗浄機 15,620 

血圧・心電図他送信機 4,928 

一志病院 
血液ガス分析システム 2,189 

緊急検査用生化学自動分析装置 2,805 

志摩病院 
医用モニタシステム 19,690 

一般撮影システム一式 64,900 

 

（３）債務負担行為 

  債務負担行為については、次表のとおり設定することとしています。 
 

 （単位：千円） 

事   項 期 間 限 度 額 

三重県立志摩病院の指定管理に係る協定 令和 2～13年度 6,488,605 

医療機器保守業務委託に係る契約 令和 3～8年度 36,331 

医療機器等賃借に係る契約 令和 3～7年度 1,090 

設備保全等業務委託に係る契約 令和 3～7年度 250 

ガス需給に係る契約 令和 3年度 20,950 
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【議案補充説明】



〔指定管理に係る債務負担行為について〕 

三重県立志摩病院指定管理者制度活用の方針 

 

１ 指定管理者を更新する施設 

   三重県立志摩病院（以下「志摩病院」という。）については、平成 24年４月１

日に指定管理者制度を導入し、民間事業者がその管理運営を行っていますが、令

和４年３月 31日をもって 10年間の指定期間が満了するため、債務負担行為を設

定のうえ更新にかかる手続きを行います。 

 

２ 指定管理者制度活用にあたっての基本的事項 

（１）施設の役割と指定管理者制度活用の目的 

志摩病院は、志摩地域の中核病院として、地域医療を守り、救急医療、災害医 
療などを担うことにより、県民に良質で満足度の高い医療を提供していく必要が 
あります。 
こうした医療を安定的、継続的に提供するため、民間が有する医療資源を活 

用するとともに、そのノウハウを生かした柔軟かつ効率的な管理運営を行うこ 
ととし、地方自治法第 244条の２第３項および三重県病院事業条例（以下「条 

例」という。）第 19条第１項の規定に基づき、指定管理者制度を活用します。 

 

（２）施設の概要 

①名称・機能等 

ア 名称    三重県立志摩病院 

イ 所在地   志摩市阿児町鵜方 1257 

ウ 診療科   内科、循環器科、外科、脳神経外科、整形外科、小児科、産 

婦人科、皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、精神科、 

脳神経内科、放射線科 

エ 許可病床数 336床（一般病棟 164床、地域包括ケア病棟 72床、精神科病 

棟 100床） 

オ 病院機能  二次救急医療施設、災害拠点病院（地域災害医療センター）、 

難病医療協力病院、臨床研修病院、へき地医療拠点病院、 

地域医療支援病院 

カ 承認基準  一般病棟 急性期一般入院料４ 

         地域包括ケア病棟 地域包括ケア病棟入院料２ 

         精神科病棟 精神病棟 15対１入院基本料 

               精神療養病棟入院料 

②建物・敷地等 

ア 建物および構造 鉄筋コンクリート造 地下２階 地上５階等 

イ 建物面積    建築面積 10,665.00㎡  

延床面積 27,570.38㎡ 

（管理検査棟、一般病棟、精神科病棟、外来診療棟、西 

診療棟、アンギオ棟、作業療法棟、立体駐車場他） 
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ウ 敷地面積    23,332.11㎡ 

エ 主な施設・設備等 

            屋上ヘリポート、免震装置（外来診療棟）、手術室（無菌手術 

室１室、一般手術室４室）、人工透析室（17 床）、ＣＴ（１台）、 

ＭＲＩ（１台）、シンチカメラ（１台）、アンギオ装置（１台）、 

電子カルテシステム、再来受付機（２台） 

   オ 駐車場    164台（病院前：104台、立体駐車場：60台） 

  

（３）指定管理者が行う業務の範囲 

条例第 20条に規定する指定管理者が行う業務の具体的な内容は、次のとおり 

です。また、業務の質の向上を図るため、「成果目標」を定めています。 

 なお、指定管理者が業務の遂行にあたり、県民に提供するサービスの水準を確 

保するため、個々の業務区分ごとに具体的な「要求水準」を募集要項の中で定め 

ることを予定しています。 

 

①病院の基本理念、運営方針 

・地域のニーズや他の医療機関との連携・役割分担を基本に、良質で満足度の

高い医療を提供すること 

・志摩地域の中核病院として二次救急医療や災害医療の中心的な役割を果たす

とともに、在宅復帰支援に資する回復期機能も担うこと 

②診療等に関する業務 

ア 基本的な医療機能 

○診療科 

・現行の標榜診療科を基本としつつ、地域の実情に応じた効率的・効果的

な診療体制、診療内容とすること 

（現行標榜診療科：内科、循環器科、外科、脳神経外科、整形外科、小児

科、産婦人科、皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、精神科、脳

神経内科、放射線科） 

○外来診療機能 

・各診療科の診療体制について、患者が受診しやすいよう配慮しながら、

地域のニーズに対応した外来診療を実施すること 

・地域医療支援病院として、地域の診療所と患者の紹介・逆紹介などの連

携を強化すること 

○入院診療機能 

・地域のニーズを的確にふまえ、医療機能ごとに必要となる病床を稼働し、

適切な看護の配置基準のもと病棟運営を行うこと 

イ 政策的医療機能 

○救急医療機能（小児救急を除く） 

・志摩地域唯一の二次救急医療機関として、一次医療や三次医療を担う機

関と連携し、内科系および外科系救急の 24時間 365日の受入れを行うこ

と 

 

9

【議案補充説明】



○高度医療機能 

・脳卒中や心筋梗塞などの高度医療については、伊勢志摩地域全体でその

ニーズに対応することを基本に、高度急性期を担う医療機関と連携・機

能分担しながら、必要な役割を担うこと 

○小児医療機能（小児救急を含む） 

・常勤医師による安定的な外来診療を行うこと 

・入院診療や小児救急については、地域のニーズとともに、県内の診療機

能の集約化・拠点化の状況などをふまえつつ、関係機関と調整しながら、

必要な機能を確保すること 

○周産期医療機能 

・常勤医師による婦人科の外来診療を行うこと 

・分娩、入院診療については、地域の出生数やニーズとともに、県内の診 

療機能の集約化・拠点化の状況などをふまえ、関係機関と調整のうえ、 

必要に応じて機能の確保を図ること 

○災害医療機能 

・南勢志摩圏域における災害拠点病院として、災害時に想定される救急患

者や透析患者を受け入れるとともに、医療救護活動の中心的な役割を担

うこと 

○へき地医療機能 

・へき地医療拠点病院として、離島、へき地等の診療所への代診医派遣な

どを行い、地域医療の維持に貢献すること 

○精神科医療機能 

・地域で精神科を有する唯一の病院として、精神科患者を受け入れるとと

もに、総合病院の利点を生かし、精神科身体合併症患者に対する医療を

提供すること 

・今後増加が見込まれる認知症患者にも必要な医療を提供すること 

ウ 地域医療全体の質の向上 

・地域医療全体の質の向上に向け、地域医療支援病院として、地域の医療 

機関との連携・支援に積極的に取り組むとともに、地域内外の医療機関 

とも密接に連携して救急医療を提供すること 

・住民が安心して暮らせる地域社会の実現に向け、介護事業者との連携強 

化に取り組むこと 

  ③病院運営に関する業務 

ア 安全対策、危機管理体制等 

・医療の質と安全に関する管理体制の強化、院内感染対策の充実、医療倫 

理に基づく医療の提供を行うとともに、医師、看護師等の医療従事者の資

質向上を図ること 

・医療事故の未然防止に努めること。また、発生時には患者への対応、事 

故の検証などを迅速に行うとともに、再発防止に向けた取組を徹底する 

こと 

・地震や豪雨等による災害発生時に災害拠点病院としての役割を十分発揮 

できるよう、訓練の実施や物資の備蓄などにより体制を維持・強化する 
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こと 

イ 医療従事者の確保、育成等 

○医療従事者の確保 

・診療に支障が生じないよう常勤の医師、看護師等の医療従事者を安定的

かつ適切に配置すること 

・医師については、特定の出身母体（大学および医局等）に限定せず幅広

く優秀な人材を確保すること 

・医師、看護師等の医療従事者全員にとって働きやすい職場環境となるよ

う、適切な勤務体制を整備すること 

○医療従事者の育成 

・医師、看護師等の医療従事者の育成・教育を行い、医療の質および医療

従事者のスキルの向上を図ること 

○研修医等の受入れ 

・研修医や看護実習生等を積極的に受け入れるとともに、地域の医療人材

の育成にも積極的に取り組むこと 

○患者・地域住民等へのサービス・情報の提供 

・患者および来院者の意見、要望等もふまえながら、施設の利便性等の向 

上に資する種々のサービスを提供すること 

・病院に関する様々な情報を患者や地域住民等に積極的に発信・ＰＲする 

とともに、住民の意見を管理運営に生かすため、住民に対する運営状況の

報告を定期的に行うこと 

④施設および設備の維持管理に関する業務 

ア 施設の管理に関する業務 

○施設および設備の維持管理業務 

○物品（医療機器、什器備品類等）の管理業務 

・施設および設備等に関する各種の維持管理業務については、防犯・防災

対策や非常災害時の危機管理体制を整備するとともに、現行の仕様水準

を維持すること 

・管理にあたっては、法令等に定める有資格者を配置すること 

イ 病院の利用に係る料金の収受に関する業務 

・志摩病院の管理運営にあたっては、民間が有するノウハウを生かした柔 

軟かつ効率的な運営を行うことを目指して、利用料金制（地方自治法第 

244条の２第８項の「利用料金」をいう。）を採用する 

ウ 手数料の徴収に関する業務 

・徴収金は三重県病院事業会計に納入すること 

・地方公営企業法第 33条の２の規定に基づく徴収事務委託契約を別途締 

 結する 

エ その他病院事業庁長が必要と認める業務 

・地域医療の質の向上に必要となるその他の取組については、指定管理者 

と県で協議を行う 

⑤その他 

・指定期間中においても、医療政策の動向や医療を取り巻く情勢の変化をふま 
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え、診療機能等に関する協議・調整に応じること 

・現行の指定期間終了時に在院している入院患者および通院している外来患者

の診療を継続すること 

・県が示す診療等に関する業務の範囲のうち、指定期間開始時点で実現できな

い事項については、その理由を明らかにし、実現に向けた行程を示すこと 

⑥成果目標 

指定管理者が業務を遂行するにあたり、その質の向上を図るための成果目標 

を定めるものとし、次の５項目は必須項目とします。これらを除く項目につい 

て具体的な提案がある場合は提示を求めます。 

 １日平均入院患者数   207.0人/日 

            （前期 215.0人/日、後期 200.0人/日）   

 １日平均外来患者数   307.0人/日 

            （前期 320.0人/日、後期 295.0人/日） 

 １ヶ月平均救急患者数  500.0人/月 

 経常収支比率      100.0％ 

 利用者満足度      85.0％ 

 

（４）指定の期間（予定） 

令和２年度に指定管理者を指定するものとし、指定の期間は、令和４年４月１ 

  日から令和 14年３月 31日までの 10年間とします。 

 

（５）指定管理料（政策的医療交付金）の上限額 

   県は、人材育成、救急医療、高度医療、特殊医療（周産期医療）、保健衛生事 

業（災害拠点、へき地医療等）、精神病院運営、医師および看護師等の研究研修を 

政策的医療として位置付け、これらを実施するための費用として指定管理料（政 

策的医療交付金）を支払います。 

   県が指定期間中に支払う指定管理料の総額は、次に示す額を上限とします。 

指定管理料の総額 6,488,605千円（10年間） 

（消費税および地方消費税を含む。） 

 

（６）地域医療確保交付金（仮称）の交付 

   地域の診療機能を維持・確保するため、指定管理者の経営努力によってもなお 

不採算となる診療科に必要な経費等を予算の範囲内で交付します。なお、詳細に 

ついては別途定めます。 

 

３ 指定管理者の募集および選定に関する事項 
（１）募集の方法 

民間のノウハウを活用し、より一層の効果的・効率的な管理運営を図るため、

指定管理者を公募します。 

 

（２）選定委員会の構成と委員選定の視点 

    指定管理候補者の選定にあたり、その選定過程や手続きの透明性・公正性を
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高めていくため、県職員以外の有識者等で構成する「三重県立志摩病院指定管

理者選定委員会（以下「選定委員会」という。）」を設置します。 
選定委員会は、学識、経験、男女比などを考慮した上、医師その他の医療関 

係者、病院経営について学識経験を有する者などによる計５人以上 10人以下 
の民間委員で構成を予定しています。 
 

（３）審査の方法および審査基準等の考え方 

    選定委員会では、応募者から提出された事業計画書等についてヒアリングを

実施した上で、次の選定基準等に基づき総合的な審査を行います。 
    病院事業庁は、選定委員会の審査結果をふまえ、最適と認められる団体を指

定管理者の候補者として選定します。 
    〔選定基準〕 

①事業計画の内容が、県民の平等な利用を確保することができるものであ 

ること 

②事業計画の内容が、志摩病院の施設等の適切な維持管理を図ることがで 

きるものであること 

③事業計画の内容が、志摩病院の効用を最大限発揮できるものであり、県 

民サービスの向上を図ることができるものであること 

④事業計画の内容が、志摩病院の施設等の管理に係る経費の縮減を図るも 

のであること 

⑤指定を受けようとするものが、事業計画に沿った管理を安定して行うた 

めに必要な人員および財政的基礎を有していること 

    なお、詳細な審査基準、配点については、選定委員会で決定します。 

 

４ 今後の日程に関する事項（予定） 
 令和２年 ５～６月 選定委員会の開催（審査基準・配点表を決定） 

     ６月   募集要項の策定 

７月   募集開始（８月下旬まで） 

    ９月～  選定委員会による審査 

     １１月   指定管理候補者の選定 

           指定管理者指定議案の提出 

     １２月   指定管理者の指定 

 令和３年 ３月   基本協定の締結 

 令和４年 ４月   次期指定期間の開始 
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